























































































































































































































































































『閩小記』 、顧炎武『京東考古録』 、余懐『板橋雑記』など諸名家の地誌を収める。 『商舶載来書目』 （国立国会図書館蔵）享保十七壬子年に一部二套の記録がある。　
庭鐘は周亮工『閩小記』のほか、虞兆
漋『天香楼偶得』 、陳琰『曠園雑志』 、呂種玉『言鯖』 、震方『嶺南雑記』 、王崇簡
『冬夜箋記』 、王士禎『隴蜀余聞』などから抽条している。　「読史考抄（ 「読史考略抄数条」とも） 」は、洪武六年から崇禎元年までの記事を抄出している。崇禎元年は「九月、海寇鄭、芝龍巡撫熊文燦に降る」の記事から始まる。鄭成功をはじめとす 海外情報への関心から作られた略抄であろう。　松斎の『拙古堂日纂』には、 「説鈴
　
全二十八册。前後続三集。二帙。 」とある。松斎友人の森川竹窓の読書抄記『古香斎
筆記』 （龍谷大学図書館蔵。全七十冊）第二冊（巻廿九、内題「丙辰漫録」 ）には 「説鈴ノ内」 注記して高士奇『天禄識
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　「石点頭叙」は所引の序末に「古呉龍子猶撰」とある。孫目 「石点頭十四巻」を掲げて、葉敬池梓本ほかを挙げ、最初に龍子猶（馮夢龍）の序がある 記す。大塚目は内外の三十種あまりの伝本を指摘す 庭鐘の見た本は不明。　「拍案驚奇序」は所引の序題下に、 「姑蘇原本
　
消間居精刊」とあり。序末に「即空観主人題於浮樽」とある。大塚目は封










































































李翊『俗呼小録』 、闕名氏『釈常談』 、洪邁『俗考』 、楊慎『古今諺』 、 『留青采珍』巻十「官職古今異同」から引き、
　
続い
て、 「説家摘要」と題して、王鼎『樊椒録』 、楊慎『升庵辞品』 、楊慎『墐戸録』 、戴侗『六書故』 、倪綰『群談採余』 、楊慎『䖷籛
筆』 、伊藤東涯『秉燭談』 、楊慎『病榻手
欥』 、闕名氏『採蘭雑志』 、田汝成『居家必用事類全書』から引く。 『留青采
珍』 、 『六書故』 、 『居家必用事類全書』はそれぞれ『商舶載来書目 （国立国会図書館蔵）に宝永三丙戍年一部四套、享保八癸卯年一部十本 明和二乙酉年一部八本の記録がある。　
倪綰『群談採余』からは巻五「僧梵」 、巻十「考証」から数条を引き、田汝成『居家必用事類全書』からは辛集巻十六












『舶載書目』 （宮内庁書陵部蔵）に寛延四年未四月に六部各二十套二百本の記録がある。 『潜確類書』一部六套四十八本、 『淵鑑類函』一部各二十套二百本も同年である。　
また、 「校正傍抄」と題して、璩崑玉『 （古今）類書纂要』 、蔡升元『佩文（韻府）抄』 、 『郷談正音』 、万震『南州異物志』 、




















































『海槎余録』 、陳懋仁『泉南雑志』 、陸深『蜀都雑抄』 、 『閩書』 、陳淏子『花鏡』 、 『説文』 、馬觀『瀛涯勝覧』などが引かれる。 『説文』 、 『瀛涯勝覧』が猿や狒々の記事であり、庭鐘の小説の話題が連想される。　
また、内扉を作って、 「博物及産」と左肩に記し、 「博物」以下、二十二項目を抽条する。 「魚尾鴟吻」 、 「火雞毛」 、 「火浣
布」などは、 書隠叢説』からの抽条であるが、確かめられないものもある。　







維藩、价祝訂。 」 、また「伯庵磊人。夏基著。合冊四本全」とも記している。 『花鏡』についても奥田松斎『拙古堂日纂』 、上田秋成『追擬花月令』に引かれ また、 『商舶載来書目』 （国立国会図書館蔵）に享保四巳亥年一部一套の記録があり、和刻本（ 『秘伝花鏡』 ）がある。本書につ ては、稿を改めて考えたい。
十二
　
第十二冊は庭鐘の「怪異」 、 「幻術」のテーマ、ま 『水滸伝』 、 『西遊記』など俗語小説への関心を示す一冊である。 『書


























「稗官有本」以下、 「先秦両漢詩人具備晋人清談書法（以下略） 」まで、 『書隠叢説』 、 『輟耕録』 、 『酉陽雑爼』 、 『日知録』 、 『尚白斎秘笈』からの抽条である。　
後漢安世高訳『仏説奈女耆婆経』は、 「□世時維即離国王苑中自然生一奈樹」以下、 「我已得奈女与共一宿亦無奇異故如凡















































未不伝作者氏号載考委託宛余篇虞初為漢武帝時小吏衣口乗輜采訪天下異聞以是各書矣」と記す。 『虞初新志』は、清の張潮編の文言短編小説集。康煕癸亥二十二年（一六八三）自序。康煕三十九年刻本がある由であるが、庭鐘の見た本は不明。『商舶載来書目』 （国立国会図書館蔵）宝暦十二壬午年に一部二套の記録がある。奥田松斎『拙古堂日纂』では「袖珍本十巻一帙新安張潮。山来氏輯。 」と「重刊袖珍詒清堂蔵板。全十册一帙。全二 巻。 」の二本を著録する。二つは乾隆庚申詒清堂重刊袖珍本のことを指すと思われる。　『池北偶談』についても内扉を設け、左肩に「池北偶談抄」と記し、次丁に五十八項目の 抄目」を掲げ、抄出本文の冒頭に「池北偶談
　
済南王士禎阮亭著姪廷掄簡庵較」と記す。漁洋山人王士禎の筆記。 『四庫全書』子部雑家類収録。 『四庫提










に、 「主人曰日知録第一巻論周易多有可取他日攷易必当用此篇」とあった。 『四庫提要』には、巻を追って、 「経義」 、 「正事」 、 「世風」 、 「礼制」 、 「科挙」 、 芸文」 「名義」 、 「古事真妄」 、 「史法」 、 「注書」 、 「雑事」 「兵及び外国事」 、 「天象術数」 、
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中央公論社、一九八二年） 。水田紀久「都賀庭鐘雑攷」 （ 『日本篆
刻史論考』青裳堂書店、一九八五年） 。稲田篤信・木越治「 『過目抄』の研究」 （富山大学教養部紀要一九巻一号、一九八六年） 。同「 『過目抄』の研究─第十一冊─」 （富山大学教養部紀要二○巻二号、一九八八年） 。同「 『過目抄』の研究─第二冊─」 （富山大学教養部紀要二二巻一号、一九八九年） 。木越治「翻刻 過目抄』伝奇投影篇」 （稲田篤信・木越治・福田安典『都賀庭鐘・伊丹椿園集』国書刊行会、二〇〇一年） 。なお、 『過目抄』の冊数の数え方として、第一冊を欠冊とし、外題に合わせて現存の第一冊目（ 『丹鉛総録』所収冊）を第二冊として以下を数えあげて表記する。
（
2）　『拙古堂日纂』と『拙古堂雑抄』の記事は、両者の記事をあわせて整理したものを『拙古堂日纂』で代表させて記している。稲田篤信






























水田紀久「都賀庭鐘雑攷」 『日 篆刻史論考』 （青裳堂書店、一九八五年） 。中村幸彦「都賀庭鐘伝攷」 （ 『中村幸彦著述集』第十一巻、
中央公論社、一九八二年）には、 『瑯邪代酔編』を貸してくれた香川南洋は一本堂香川修庵の甥で、庭鐘に一歳の年長であり、京都嵐山二尊院墓域に都賀庭鐘の手跡になる墓碑が残るとも指摘がある。伊藤仁斎の墓のある所である。
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梅木幸吉『佐伯文庫の蔵書目』 （私家版、一九七四年） 。同 佐伯文庫の残存本』 （私家版、一九八三年） 。
（
14）　
孫楷第『中国通俗小説書目』 （人民文学出版社、一九八二年） 。
（
15）　
注（
13）に同じ。
（
16）　
注（１）参照。
付記一
　
小稿は平成二十六年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ） 「和刻本漢籍における近世中期の通俗的注釈書の研究」の成果の一部である。
付記二
　『過目抄』については、一九八五年七月二十九日、畏友太田登氏（天理大学名誉教授）の誘掖で披見したのが初見である。その後、進展に乏しく、今回も私の力不足から得られた成果は推測 似値に止まったきらいがあるが、あらためて学恩を謝したい。
付記三
　
小稿の初稿が出た段階で、劉菲菲氏の「都賀庭鐘の読書筆記『過目抄』とその読本創作」 （絵入本科研ワークショップ
　
二〇一四年
三月六日
　
於国文学研究資料館）の存在を知り、同氏にお願いして発表資料を披見した。そこには小稿が気づいていない有益な指摘が
あるが、今回は印刷上の制約があって、生かすことが出来なかった。後日に期したく、諒とせられたい 劉菲菲氏に御礼申し上げます。
日本漢文学研究 10
— 122 —
　【キーワード】　　
・都賀庭鐘
　
・過目抄
　
・明清漢籍
　
・読書抄記
　
・奥田松斎
